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DropBox に代表されるクラウドストレージサービスはスマートデバイスとの相性が大変によい．また，Microsoft Office365

に代表される教育機関向けクラウドサービスは，ビジネスアプリケーションをベースにした教育や学習の支援ツールであ

る．DropBox と教育機関向けクラウドサービスとを併用することにより，スマートデバイスの特性を活かした学習環境を

構築することができる．本発表では，これらのクラウドサービスによるスマートデバイスを前提にした学習環境を考察す

るとともに，実践した事例を報告する． 
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１． はじめに 

近年，クラウドサービスの機能性が着目され始め，

様々な取り組みが試みられている．統合的な機能が

充実しているクラウドサービスを利用することにより，

学習環境整備に掛かる技術的ならびに経済的な負

担を軽減し，そして学習者の学習支援を図ることが可

能になると目されている． 

クラウドサービスの充実と歩調を合わせるかのよう

に近年のスマートメディアが爆発的に普及している．

スマートフォンの出荷台数は 2010 年度の 675 万台か

ら 2015 年度には 2,410 万台[1]に，タブレット端末は

2010 年の 85 万台から 2015 年には 800 万台[2]に達

し，スマートデバイスの出荷台数はクライアント PC を

早々に上回ると見込まれている．このような情勢を鑑

みると，教育の場においてもスマートメディアを有

効に活用することが切望されている． 

筆者ではクラウドサービス（ツール）とスマート

メディア（デバイス）を統合的に活用し，学習マネ

ジメントシステムとして利用することの可能性について

これまで検討し，試行を重ねてきた．その結果，クラウ

ドサービスを利用することによって電子化された学習

環境を容易に導入できること，ならびに iPad などのタ

ブレット型スマートデバイスは学習支援ツールとして

高いポテンシャルを秘めていることを指摘してきた．

同時に，これらの二つの事柄を統合して利用すること

によって，学習効果を高める相乗効果が期待される

ことを指摘してきた． 

その一方で，単にスマートデバイスで教材やクラウ

ドサイトを閲覧するだけでは，ノート PC で十分との理

由でスマートデバイスの利用を遠ざけてしまって積極

的な学習支援には結びつかないことも指摘した． 

本研究では，スマートデバイスならではのメリットを

学習の場で活かすための方策として，Microsoft 
Exchange ActiveSync による同期ならびにクラウド

ストレージを利用したファイル共有の利用を検討した

結果を報告する． 

 

２．Microsoft Office365 for Education 

現在，アカデミックユーザーが利用できる既存のク

ラウドサービスは，大手二社（Google 社と Microsoft
社）が提供している Google Apps for Education，およ

び Microsoft Office365 for Education がある．それぞ

れの特徴を表 1 に示す． 

 

表 1 大手三社のサービスの概要の比較 

比較項目 Microsoft  Google 

Education 

パッケージ 
○ Office365 ○ Google Apps

ライセンス数 購入制 申告制 

Outlook2010 か

らの接続 
○ ○ 

独自ドメイン 
○ ○ 

専用ポータル 個別 Web サイト 

クラウドストレージ ○ ○ 

カレンダー同期 ○ ○ 
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オフィススイート 
○ ○ 

有料アカウント Google アプリ 

スマートデバイス ○ ○ 

大学メール 

送受信 

受○；転送 受○；転送 

送○；代理送信 送○；代理送信 

学内外アクセス ○ ○ 

コスト フリー～有料 ほぼフリー 

 

以下では，それぞれの特徴を生かしながら，統合

的な学習環境の構築を試みた結果について述べる． 

 

2.1 Google Apps for Education 

本研究では当初， Google Apps for Educationを利

用した学習支援環境（サイト）を構築し，学習支援ツ

ールとしての可能性について検討した．Google Apps
は，Google社がリリースしているWebアプリケーション

（フリーメール，フリーストレージ，カレンダーとサイト

機能）を独自ドメインのもとでシームレスに利用するた

め の ビ ジ ネ ス ツ ー ル で あ る ． Google Apps for 
Educationは，教育機関ならびに非営利団体として

Google社から認定された機関がGoogle Apps for 
Businessを無償で利用できるサービスである． 

これまで，社会人大学院におけるプロジェクトマネ

ジメント（PM）科目を対象にしてGoogle Apps上に自

己省察を行うための学習ブログを構築し，単科目に

おける範囲では学習支援ツールとして十分に機能す

ることを実証した． 
しかしながら，Google Appsは基本的にビジネスユ

ースを前提としているため，教育機関における利用を

前提としたLMS機能は搭載されていない．そのため，

従来のLMSと同質の学習支援環境をGoogle Apps
上に構築することはかなり困難であることが判明し

た． 

 

2.2 Microsoft Office365 

 Microsoft Office365 の特徴は，独自ドメインを利用

しつつ，専用のポータルサイトを通じて Skydrive（ネッ

ト ワ ー ク ス ト レ ー ジ ） 機 能 や Office （ Web Office 
Application ） 機 能 が 利 用 す る こ と に あ る ． ま た ，

Windows PowerShell を使用して，ユーザーアカウン

トの一括作成や代理送信の設定をコマンドベースで

行うことができる．  
 
2.3 Dropbox 

今回の研究では，Dropbox グループ for Business
を導入し，ライセンスを必要な数だけ用意した．

Dropbox 社は独自ドメインによる利用サービスを提供

していないため，Dropbox アカウントを管理するため

には，メールアドレスを用意する必要がある．そこで，

前述の Microsoft Office365 アカウントと連携し，グル

ープ内におけるファイル共有を実施した． 

 

図１ Dropbox グループの利用状況 
 

３． iPad 

iPadの導入における教員サイドの利点は，配布教

材の印刷費ならびにハードウェアの維持管理費を抑

制できることにある．しかしながら，教材の印刷コスト

やハードウェアの維持管理コストメリットだけでは学習

者サイドのメリットには繋がらない．  

 ソフトウェア環境としてのクラウドサービスとハードウ

ェア・デバイスとしての iPad の融合を計り，統合的な

活用を試みた． 

 

4. まとめ 

社会人を対象とした技術経営研究科において，ク

ラウドサービスの導入を平成22年度から取り組んでき

た．これまでの試行結果を受けてクラウドサービスと

iPad の統合的な活用方法を検討した． 
 
本研究の一部は科学研究費助成・基盤研究(C)課題

番号 24501190 の支援を受けている． 
 
参考文献 
[1] “MM 総研，“スマートフォンの市場規模の推移・予測”，

URL；

www.m2ri.jp/newsreleases/main.php?id=0101201012

16500 

[2] シード・プランニング，“タブレット端末の市場動向”，

URL；

www.seedplanning.co.jp/press/2011/2011011301.html 

 

教育システム情報学会　 JSiSE2013     
第38回全国大会　  2013/9/2 〜9/4

— 326 —




